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｢松本 中学校 と老松中学校でのボランテ ィアを して｣
英語英文学科 3年 鈴木 和佳
私は今年の4月から松本中学校と老松中学校で
ボランティアをしています｡この2つの中学校で
の活動をそれぞれ振り返り､ここにご報告させて
頂きたいと思います｡私は今まで中学校に入り､
生徒と関わった経験がありませんでした｡そのた
め戸惑いも多く､後から後悔したり反省したりし
ていますが､その分生徒達から学ぶことも多く､
ボランティアをして生徒と関わる喜びを感じてい
ます｡机上で学校や教育について学んでいるだけ
では味わうことのできない貴重な経験をしている
と感 じる短日です｡
松本中学校では､岩滞先生と河上先生の授業の
時間として､4月から7月の上旬まで毎週金曜日
の13時10分から13時55分まで3年生の総合学習の
サポー トに入っていました｡ 3ケ月という短い期
間ではありましたが､内容の濃い経験でした｡初
めて教室に入った時は､席について黒板を見てい
た今までの生徒の立場とは違 うことにまず戸惑
い､生徒にどう声をかければ良いのか分からず､
上手く声が出ませんでした｡中学生は私が想像し
ていた以上に元気で､私の声なんて簡単にかき消
されてしまいました｡ボランティア4回日当たり
に先生方の声を聞いてみると､意外に大きな声を
出していることに気がつきました｡
もちろん､大変だったのは声を出すことだけで
はありません｡神奈川大学について調べている生
徒達にどう声をかけたらいいのか､どんなア ドバ
イスをしたら良いのかとても悩みました｡ 同時
に､教科指導とは違い生徒と一緒にゼロから創造
して学んでいくという総合学習の難しさを感じま
した｡しかしながら､一緒にどんなことができる
のか悩み､こんなことができると発見し､実行に
移していく過程はなかなか教科指導では味わうこ
とはできませんO
神奈川大学数稚課程指尊重 電話 :045-481-5661
悩んだことも多かった松本中学校でのボランティ
アでしたが､中学生の素直さに助けられ､発想の柔
軟さに驚かされる毎日でした｡教科指導では見るこ
とのできない一面も体験することができ､このよう
な機会を設けていただいたことに感謝しています｡
老松中学校では ｢国際教室｣という外国籍の生徒
の取り出し授業の時間に､日本語やその他の教科を
教えています｡教職の他にとっている日本語教員養
成課程も役立っていて､日々勉強の毎日です｡
毎週水曜日の13時20分から14時10分に取り出し授
業で中国人の女の子と一対一で､そして放課後には
その女の子とは別の中国人の生徒の他教科をフォ
ローしています｡
日本語教員養成課程で履修していた科目で､他国
からきた子どもたちの教育の現状などを学びました
が､実際に按 してみると様々な印象を受けましたO
日本語の出来ていない子は授業についていくことが
難 しいということは頭では分かっていましたが､取
り出し授業だけではフォローが難 しく､またそこに
割く教師の数や日本語指導方法 ･内容 ･質などの問
題もあるのだなと思いました｡ 国際化に伴い今後
増えていくと予想される他国から来日した子どもた
ちへの教育の対応について考え させられましたO
また､実際に教えてみると､日本で生まれ育った
私が思いもよらないような質問をしてくるので､母
語だからと胡坐をかいていてはいけないと痛感させ
られました｡さらに､他教科の指導では､分かりや
すい易しい日本語に言葉を置き換えることに四苦八
苦しています｡
まだまだこれからですが､指導方法や子どもたち
との関わり方をどんどん吸収して学んでいきたいで
す｡悩んで学んで反省して少しでも成長していけた
らなと思いますO
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